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  ＰＣＶ-５０（Ｆ） ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＣＯＮＶＥＲＴＯＲ  

 仕様書 

 

 

 

 

  品名  周波数コンバーター 

   

  型名  ＰＣＶ-５０  （Ｐｂフリー未対応品） 

ＰＣＶ-５０Ｆ  （Ｐｂフリー対応品） 

 

 履歴  

rev1.0 ２/1/２００３  初版発行 

rev1.1 ３/1/２００３  消費電流仕様変更 

rev1.2 ３/１/２００４  10M→REF 誤記訂正   

rev1.3 １０/２６/２００6  外部 REF 誤記訂正 

rev1.4 １１/２９/２００6  ｍＨデータ入力誤記訂正 

 

 

 

 

 

 

 

 

    株式会社 ディエステクノロジー 

     Digital Signal Technology Inc. 

    〒351-0036 埼玉県朝霞市北原２－９－１０ 

    TEL 048-470-7030    FAX 048-470-7022 
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１． 機能概要  

ＰＣＶ－５０は 48 ビットＤＤＳ（ダイレクト デジタル シンセサイザー）を用いて任意の周波

数を０．００１Ｈｚ分解能で１Ｈｚから５０ＭＨｚまでの信号を取り出せるプログラマブルなオ

シレータです。外部基準周波数は７ＭＨｚから５０ＭＨｚまで任意の周波数を入力できます。 

出力周波数は外部基準信号の安定度に準拠した精度を有することができます。周波数の設定はシ

リアルデータ及びパラレルデータで行えます。 

 

２．仕様 

２－１． 電気的仕様 

 電源電圧    ＋５Ｖ±５％ 

 消費電流    ５００mA 以下 

 出力レベル   CMOS レベル   

 出力周波数範囲   0.00１Hｚ～５０MHｚ 

 周波数分解能   1mＨｚ(0.001Hz) 

 出力波形ＤＵＴＹ   ５０％±５％ 

 周波数誤差   外部基準に対して 0.46μHz 以下 

 ジッター    ±100ｐＳ ｒｍｓ以下  

（ただし５MHz 以上の周波数で 

Cycle to Cycle ジッターの値） 

 スプリアスレベル   ４０ｄＢｃ以上（ただし高調波は除く） 

 外部基準信号周波数範囲  ７ＭＨｚ～５０ＭＨｚ 

 外部基準信号レベル  ２～５Ｖｐ－ｐ  ＤＵＴＹ ５０±１０％ 

 外部基準入力インピーダンス 470Ω以上 

 周波数制御   パラレル入力  信号線 6本 

        4 ビットＢＣＤ入力 

1 ビット桁/データ選択 

1 ビット基準/出力周波数データ選択 

1 ビットストローブ信号 

 

     シリアル入力  

      ９６００ｂｐｓ、8 ビット、 

パリティなし、１ストップビット 

周波数設定時間   ２５０ｍS以内 

（周波数データの設定完了してから設定した周

波数が得られるまでの時間） 

 外形寸法    ６１ｘ４６ｘ１３ （ｍｍ） 
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２－２．環境条件 

 動作温度範囲   ０℃～５０℃ 

 

３． 外形寸法 

 

 

４．ピン配置 
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（ＴＯＰ ＶＩＥＷ  上面から見た図）
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５． ピンの名称と説明 

 

ピン番号 名称      説明                      

１   ＧＮＤ 電源、信号のＧＮＤです。 

２   ＋５Ｖ 電源ピンです。＋５Ｖ±５％を供給して下さい。 

３   ＳＥＴ パラレルデータで設定する場合のストローブ信号です。 

   内部でプルアップされており GND に落とすことにより 

   Ａ／Ｄ、Ｄ０～Ｄ３のデータが内部に読み込まれます。 

   立ち下がりエッジでデータは取り込まれます。 

４   Ａ／Ｄ パラレルデータＤ０～Ｄ３の桁または数値の選択をします。 

Ｈ（オープン）で７桁の周波数データの変更したい桁を設定します。 

   Ｌ（ＧＮＤにショート）で選択されている桁の数値を設定します。 

内部でプルアップされています。 

５   Ｄ０ 周波数データ桁又は数値データのビット０（２０）の入力です。 

 

６   Ｄ１ 周波数データ桁又は数値データのビット１（２１）の入力です。 

７   Ｄ２ 周波数データ桁又は数値データのビット２（２２）の入力です。 

８   Ｄ３ 周波数データ桁又は数値データのビット３（２３）の入力です。 

９   ＲＸＤ 調歩同期シリアルデータ入力ピンです。 

   レベルはＴＴＬコンパチＣＭＯＳレベルです。 

   入力はプルアップされていますので使用しない場合はオープンに 

して下さい。 

１０   ＴＸＤ 調歩同期シリアルデータ出力ピンです。 

   レベルはＴＴＬコンパチＣＭＯＳレベルです。 

   使用しない場合はオープンにして下さい。 

１１   ＧＮＤ 電源、信号のＧＮＤです。 

１２   ＯＵＴ 出力端子です。 

１３   ＧＮＤ 電源、信号のＧＮＤです。 

１４  FOUT/REF  

パラレルでの周波数設定時に出力周波数又は基準信号周波数のデ

ータの入力を選択する入力ピンです。Ｈ（オープン）で出力周波数、

Ｌ（ＧＮＤにショート）で基準信号の周波数選択になります。 

１５   ＧＮＤ 電源、信号のＧＮＤです。 

１６   ＲＥＦ 外部クロック入力で任意の外部クロックを入力します。 

 備考：ピン３，４，５，６，７，８，９,１４は１０ＫΩでプルアップされています。 
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６． パラレルデータによる周波数設定の方法 

データの設定は基準周波数の設定と出力周波数の設定がありＦＯＵＴ／ＲＥＦピンにより 

どちらの設定を行なうか決めます。 

６－１ ＲＥＦ周波数の設定 

基準信号周波数は１ｍＨｚ単位で設定が行なえます。基準信号の最大周波数は５０ＭＨｚですの

で最大 11 桁で周波数データを下記の手順に従い入力する必要があります。基準信号の設定モー

ドはＦＯＵＴ／ＲＥＦをＬＯＷレベル（ＧＮＤにショート）にします。次に入力する桁の選択を

行ない、そしてその桁の周波数データを設定します。BCD SW のデータが桁か周波数データであ

るかの選択は A/D 入力により選択します。例として１６,０００,０００Ｈｚを入力する場合の設

定方法を示します。 

（ａ） S2 をオープンとして DIP SW を０（0.00１Hz の桁）にセットし S1 を押して

（GND にショート）入力させます。 

（ｂ） S2 を閉じ（GND にショート）させ BCD SW を０（0.00１Hz の桁目の周波数デ

ータ）にセットし、S1 を押します。これで１Hz の桁の周波数が設定されまし

た。 

 （ｃ） 0.01Hz の桁も(a),(b)と同様に BCD SW を桁設定時に１（0.01Hz の桁）に 

セットし S1 を押してセットします。 

 （ｄ） 同様に 0.1Hz の桁から１００ＫHz の桁までの周波数データを０をセット 

します。 

 （ｅ） １MHz の桁は S2 をオープンとして BCD SW を 9 にセットし S1 を押して、 

  次に S2 を閉じて BCD SW を６にセットし S1 を押します。 

 （ｆ） １0MHz の桁は S1 をオープンとして BCD SW をＡにセットし S1 を押して、 

  次に S2 を閉じて BCD SW を１にセットし S1 を押します。 

 

（備考） 電源投入直後はパラレルデータの入力バファーは”０”に初期設定されますので０の

データは省略することができます。上記の例では(a)～(d)を省略できます。 

 

（注意）設定した基準周波数より高い周波数を REF 信号を入力しますと消費電流が増大して 

 そのままの状態を長く続けますとデバイスが破損する恐れがありますので注意して 

 下さい。 

 

６－２ 出力周波数の設定 

出力周波数も１ｍＨｚ単位で設定が行なえます。出力の最大周波数は５０ＭＨｚですので最大

11 桁で周波数データを下記の手順に従い入力する必要があります。出力周波数の設定モードは

ＦＯＵＴ／ＲＥＦをＨＩＧＨレベル（オープン）にします。次に入力する桁の選択を行ない、そ

してその桁の周波数データを設定します。BCD SW のデータが桁か周波数データであるかの選択
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は A/D 入力により選択します。例として４３,０００,０００Ｈｚを入力する場合の設定方法を示

します。 

（ａ） S2 をオープンとして DIP SW を０（0.001Hz の桁）にセットし S1 を押して（GND

にショート）入力させます。 

（ｂ） S2 を閉じ（GND にショート）させ BCD SW を０（0.001Hz の桁目の周波数デー

タ）にセットし、S1 を押します。これで１Hz の桁の周波数が設定されました。 

 （ｃ） 0.01Hz の桁も(a),(b)と同様に BCD SW を桁設定時に１（0.01Hz の桁）に 

セットし S1 を押してセットします。 

 （ｄ） 同様に 0.1Hz の桁から１００ＫHz の桁までの周波数データを０セット 

します。 

 （ｅ） １MHz の桁は S2 をオープンとして BCD SW を 9 にセットし S1 を押して、 

  次に S2 を閉じて BCD SW を３にセットし S1 を押します。 

 （ｆ） １0MHz の桁は S1 をオープンとして BCD SW をＡにセットし S1 を押して、 

  次に S2 を閉じて BCD SW を４にセットし S1 を押します。 

 

 

６－３．パラレルデータでの周波数の記憶方法 

 設定された周波数を内蔵の EEPROM に半永久的に記憶させる場合は S2 をオープンと 

して BCD SW をＥ(10)にセットし、S1 を押すと記憶されます。 

 

６－４．連続してデータを設定する場合の注意点 

周波数データの設定した直後に PC は周波数設定の処理を行なうため連続 

した状態で設定を行なうとこの処理が間に合わなくなります。１つの周波数を設定し 

たら２００mS 以上経過してから新たな周波数を設定して下さい。 

（下図タイミングチャート参照） 

 

>60ns

>100ns

>200ms

A/D

D0-D3

SET

>100ns

 

FOUT/REF

 

      パラレルデータタイミングチャート 
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パラレルデータ設定回路例 

   

GND

+5V

SET
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D0

D1

D2

D3

RXD

TXD

REF

GND

FOUT/REF

GND

OUT

GND

1

2

4

8

BCD
SW

COM

+5V

S1

S2

S3

16

15
14

13

12

11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

BCD SWはコンプリメンタリー
タイプを使用します

PCV-50

OPEN:FOUT
SHORT:REF
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   ファンクションテーブル 

 A/D D3 D2 D1 D0        機能              

 L L L L L 周波数データ ０ 

 L L L L H 周波数データ 1 

 L L L H L 周波数データ 2 

 L L L H H 周波数データ 3 

 L L H L L 周波数データ 4 

 L L H L H 周波数データ 5 

 L L H H L 周波数データ 6 

 L L H H H 周波数データ 7 

 L H L L L 周波数データ 8 

 L H L L H 周波数データ 9 

 Ｈ L L L L 0.001Hz 桁設定 

 Ｈ L L L H 0.01Hz 桁設定 

 Ｈ L L H L 0.1Hz 桁設定 

 Ｈ L L H H 1Hz 桁設定  

 Ｈ L H L L 10Hz 桁設定  

 Ｈ L H L H 100Hz 桁設定 

 Ｈ L H H L 1KHz 桁設定  

 Ｈ L H H H 10KHz 桁設定 

 Ｈ H L L L 100KHz 桁設定 

 Ｈ H L L H 1MHz 桁設定 

 Ｈ H L H L 10MHz 桁設定 

 Ｈ H H H L 周波数の記憶 

 H: オープン    L: GND にショート 

 D0～D3,A/D の入力データは SET の立ち下がりエッジで取り込まれます。 

 出力周波数設定時はＦＯＵＴ／ＲＥＦはＨ（オープン）とし基準信号周波数設定時は 

 ＬＯＷ（ＧＮＤにショート）にします。 

 

７ シリアルデータによる設定 

７－１ 設定手順 

 電源を投入すると下記メッセージが表示されます。 

 

  PCＶ５０ ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＣＯＮＶＥＲＴＯＲ  VX.X 

  ＊ 
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 プロンプト”＊”がＰＣＶ５０から返送されたら周波数データを入力できます。 

入力データが正しく入力された場合はプロンプト”＊”が返送され、入力された周波

数が出力されます。 

 入力された周波数データが不正の場合”INVALID DATA"と返送されます。 

 連続して周波数を設定する場合には周波数データを伝送した後プロンプト”＊” 

 が返送されたのを確認してから次の周波数データを入力して下さい。 

 周波数の入力はＭＨｚ、ＫＨｚ、Ｈｚ（0.001Ｈｚ）単位で小数点の入力も 

 行なえます。 

基準周波数を入力する場合は周波数データの先頭に“R”の文字をつけます。 

下表は基準周波数を１０.２５MHｚに設定する場合のデータ例です。 

R

hex
52

1 0

hex hex hex hex hex
31 30 2E 32 35

2 5・

OD

CR

hex
4D

M

hex
 

下表は出力周波数の設定例です。MHz 単位で１２．３４５６７８０１２MHz の出力周波

数を設定する場合のデータを示します。 

    

1 2

hex hex hex hex hex hex hex hex hex hex hex hex
31 32 2E 33 34 35 36 37 38 39 30 31 32 4D OD

3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 M CR・

hex hex hex

 

  

 

７－２．シリアルデータでの周波数の記憶方法 

 設定されている周波数を内蔵の EEPROM に記憶させるには下図の示す 

 “SAVE”コマンドを伝送します。 

 正しく書き込まれると“EEPROM SAVED!”とメッセージが返送されます。 

 

 

S

53
hex

V

56
hex

CR

0D
hex

A

41
hex

E

45
hex

 

７－３．ＲＳ－２３２Ｃとのレベルコンバータ 

ＰＣＶ５０のシリアルデータはＣＭＯＳレベルですのでパソコンのシリアルポートに接続して

仕様する場合は下図に示すようなレベル変換器が必要です。 
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シリアルデータ設定回路例 

 

 

７－４．基準周波数を設定する場合の注意点 

基準周波数を設定する場合において設定した基準周波数より高い周波数を 

REF 信号として加えますと設定値によっては消費電流が大きく増大します。 

この状態を長時間放置しますとデバイスが破損する恐れがあります。 

REF 周波数と設定値は正しく合わせてご使用して下さい。 

 

８．出荷検査 

８－１．電気的検査 

 ２－１．の電気的仕様について全数検査する。 

８－２．外観検査 

 汚れ、ピンの曲がりを検査する。 
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９．その他 

９－１．本仕様に疑義が生じた場合は打ち合わせにより解決する。 

９－２．本製品は CMOS デバイスを使用しておりますので静電気により損傷を受けやすい場合 

 があります。 

９－３．浸漬洗浄はできませんのでご注意ください。 

９－４．防湿管理は特に必要ありません。 

 

１０．保証 

納入後１年経過までの期間に製造者の製造上、設計上の不適切さによる瑕疵が発見さ

れた場合は製造者の責任において修理もしくは交換を行うものとします。 

 


